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1学期の終わりにあたって… 
明日の終業式をもって、６９日（１年生は６８日）間の１学期が

終了します。４月８日に１学期をスタートし、昨年度に引き続き感

染症対策を講じながらの毎日でした。そんな中、今年は空梅雨で、

しかも異常に早い梅雨明け。連日の猛暑により熱中症の心配も高ま

りました。感染症予防と熱中症予防の両立は本当に大変で、子ども

たちには窮屈でしんどい思いをさせてしまいました。しかし、どん

な制限や制約があっても、子どもたちは毎日を、その瞬間、瞬間を

大切にしながら、いきいきと過ごしました。 

始業式の際に、美川小学校の合言葉【み・か・わ】の実現のため

に大切にしてほしいことを、子どもたちに３つ話しました。【挑戦】

については、陸上練習やマラソン記録会、水泳学習などにおいて、

一人一人が自分なりの目標を明確にもち、その実現に向け努力し、

挑戦しました。【自他の尊重】については、学級の仲間はもちろん、

学年の枠を超えたなかよし班でのつながりにおいても、相手を思い

やった言動が多くの場面で見られました。【協力・協働】について

は、様々な体験活動の場で力を合わせ、仲間とともに汗を流す姿が

多く見られました。一人ではできないことでも、仲間と力を合わせ

ればできることを知り、大きな達成感を味わうことができました。 

子どもたちがこの１学期に見せてくれたたくさんの姿は本当に

素敵なものでした。そんな子どもたちをすぐ間近で見ながら、私は

毎日、多くの元気と勇気をもらい、どんなことがあっても美川小学

校の学びを止めない、子どもたちの成長を支えるという決意を強く

持ち続けることができました。 

また、コロナ禍であっても、美川小学校の１学期の教育活動は予

定通り実施でき、充実したものになりました。特に美川地域のひと・

こと・ものとのかかわりを大切にするふるさと教育や様々な体験活

動の充実は、保護者・地域の皆様方の温かいご理解とご協力のおか

げです。学校の中だけでは得ることのできない多くの学びや気付き

を、子どもたちは得ることができました。どんな時でも、保護者や

地域の皆様がいてくださるという安心感は、学校にとって本当に心

強く、有難いものでした。１学期間、いつも美川小学校を応援して

くださり、本当にありがとうございました。      

さて、今年度は例年より少し短い夏休みとなります。８月２５日

が２学期の始業式です。明日の終業式で、「夏休みだからこそでき

るチャレンジをしよう」と話します。感染症や熱中症、自然災害な

ど、心配なことはありますが、それでも元気いっぱい、いつもとは

違うことにチャレンジし、充実した夏休みを自分の手で創りあげて

ほしいと願っています。 

保護者、地域の皆様、夏休み中もこれまで同様、子どもたちへの

温かい見守り・声かけをどうぞよろしくお願いいたします。                   

写真で振り返る【美川っ子の１学期】 

７５名の美川っ子は、この１学期も明るく元気に、そして何事

にも一生懸命に取り組みました。自分達で掲げた【美川っ子のめ

あて】の実現に向け、みんなで力を合わせた１学期でした。７５

名それぞれに、自分のもっているよさを大きく伸ばし、成長しま

した。その成長の源になったのは、子どもたちがもっている素直

な心だったように思います。美川っ子はきらきら輝きました。 

 

美川っ子のめあて 

   何でもチャレンジ みんな仲よし 美川っ子 

      ○元気な笑顔で楽しく過ごす 

       ○自分も友達も大切にする 

       ○ルールを守り礼儀正しくする 

 

 

 

 

 

 

 

 入学式：希望に溢れた７人の１年生   １年生を迎える会：１年生を歓迎 

 

 

 

 

 

 

陸上練習：自分の限界に挑戦    児童総会：美川っ子のめあてが決定 

 

 

 

 

 

 

田植え:多くの人との協働     マラソン記録会：苦しさに負けない 

 

 

 

 

 

 

   陸上大会：思いをつなぐ    なかよし班スタート式：仲間を思いやる 

 

 

 

 

 

 

   芋の苗植え：地域の方々と…    公開授業：ICTを利用した学び 



７月１４日（木）島根スサノオマジックによる夢授業が４・５年生

２６名を対象に開催されました。島根スサノオマジックは、松江市を

ホームタウンとする日本のプロバスケットボールチームです。昨シー

ズン、チーム創設初めて、所属するＢ．ＬＥＡＧＥの優勝チームを決

めるチャンピオンシップに進出するなど、日本を代表するバスケット

ボールチームとして、島根県を盛り上げました。そのチームから後藤

翔平選手・阿部諒選手の２選手が来校され、子どもたちに夢をもつこ

との大切さや、夢を叶えるために必要なことなどを、自身の経験から

話してくださったり、一緒にバスケットをしてスポーツの楽しさを教

えてくださったりしました。子どもたちは、本物のプロバスケットボ

ール選手と実際に交流し、心躍らせ、目を輝かせ、素敵な時間を過ご

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お二人から子どもたちへ…】 

○夢を口にする（発言する）ことを大切にしてきた。そうすること

で、それを理解し応援してくれる人がいる。 

○今の生活はたくさんの人に支えられている。今が当たり前だと思

わず、感謝の気持ちをもつこと。 

○夢は一つでなくてもいい。可能性を広げていってほしい。 

○自分を応援してくれる人の言葉を大切に…。ネガティブ・マイナ

スなことを言う人の言葉には耳を貸さない。 

     

      夢授業後の子どもたちの感想 

○夢をかなえるために、周りの人に夢を言ったり、好きなことを 

 見つけたりすることが大切だと思いました。（５年） 

○選手の夢の話を聞いて、心にささりました。バスケットが好き 

 でプロ選手になったことを聞いて、自分の好きなことから夢に 

 向かい、その夢をかなえたんだと思うと感動しました。（５年） 

○阿部選手が言っていた通りで、夢はいっぱいあった方がいいと 

 思うので、私も夢をいっぱい考えたいです。そして、後藤選手 

が言っていたように、夢は一人では叶えられないと思うので、 

 勇気をもってみんなに言いたいです。阿部選手、後藤選手のお 

 かげで、自分の夢のことを考えられてよかったです。（４年） 

 

自分の夢をかなえたプロスポーツ選手との出会いは、子どもたちが

自分自身の夢について考える貴重な場となりました。 

 夏休みを前に、学年ごとで、夏休みのくらしについて子どもたちと 

確認しました。今年度も、校外班や登校班ごとに行うラジオ体操と奉 

仕活動は行いません。ラジオ体操カードにつきましては、例年通り配 

付しますので、各家庭においてご活用いただけたらと思います。早寝・ 

早起き・朝ごはん等の規則正しい生活は感染症予防、また熱中症予防 

にも有効だと言われています。子どもたちだけでラジオ体操を継続す 

ることは難しいと思いますので、可能であればご家族一緒に取り組ん 

でいただければと思います。よろしくお願いします。 

幼小中合同運動会について 
 美川ならでは幼小中合同運動会。美川幼稚園が参加して行う幼小中

合同での開催は今年度が最後となりました。園児・児童・生徒にとっ

て素晴らしい思い出になるよう、できる限りの感染症対策を講じなが

ら、９月１０日（土）に実施いたします。（雨天の場合は順延） 

 コロナ禍での開催のため、保護者・地域の皆様方には、様々な面で

ご理解・ご協力をいただかなければならず、大変申し訳なく思います

が、よろしくお願いいたします。開催にあたっては、以下のように考

え、準備をしてまいります。なお、詳細につきましては、２学期にな

りましてから、改めて文書にてお知らせいたします。 

 ○園児、児童、生徒のご家族については事前に、参加者届けに氏名 

等をご記入していただく。 

 ○地域・ご来賓の皆様へのご案内はしない。当日の参加・観覧は可 

能。ただし、受付にて検温・氏名の記入をしていただく。 

 ○入場行進は実施せず、開閉会式も縮小し、午前中開催とする。 

 ○来賓席・保護者席・敬老席は設置しない。 

 

 

      ８・９月の主な行事 

【８月】 

１０日（水）～１６日（火）学校閉庁日 

２１日（日）ＰＴＡ奉仕作業 

２５日（木）２学期始業式・給食開始（１３:１０ 下校） 

３０日（火）ラブック号 

【９月】 

１日（木）外国語（ＡＬＴ）   ２日（金）委員会⑥   

６日（火）運動会予行練習②③④ 

７日（水）読み聞かせスタート ＳＣ来校日（ＰＭ） 

８日（木）外国語（支援員）    

１０日（土）幼小中合同運動会  １２日（月）振替休業日 

１５日（木）全校テスト（国） 外国語（ＡＬＴ） 

１６日（金）クラブ⑥ 

２１日（水）稲刈り（５年）②③   

２２日（木）外国語（支援員） ※稲刈り予備日 

２７日（火）ラブック号 

２９日（水）外国語（ＡＬＴ） 

３０日（金）全校テスト（算） 委員会 


